
災害につよい地域・社会をつくる。

ともに地域・社会を再構築する。

そして、ともに災害女性学をつくる。

その担い手は私たち一人ひとりである。

東日本大震災から10年、自然災害、福島第一原発事故の複合災害に関する文献・書籍は多数刊行さ

れましたが、ジェンダー視点による災害研究は発展の途上です。

本書は、宮城で、また日本各地でこの10年に女性主体で活動してきた市民団体の実践、災害研究を

丁寧に辿り、｢災害女性学」というあらたな学問分野を切り拓いた一冊です。
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東日本大震災から10年、新たな学問がはじまる！

震災を考えるフェアに最適！
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・男女共同参画センターや防災・復興に関わる部署で働く

国や自治体の職員
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